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新
緑
の
五
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
、
恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭

が
、
宗
像
市
江
口
の
五
月
宮
と
神
湊
の
浜
宮
で
そ
れ
ぞ
れ
斎
行

.
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。
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当
日
、
高
向
権
宮
司
以
下
神
職
四
名
が
神
湊
に
鎮
座
す
る
浜

万
叫
叩
叫
｀

〗
斎
行
。
当
大
社
責
任
役
員
、
一
’
』

ふ.
.
 i
ぃ
ご
氏
子
会
長
、
地
元
総
代
を
は
一
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.
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i]
9ーじ
め
神
湊
地
区
の
各
区
長
を
一

ご
；
ぷ
’
i
は
じ
め
地
元
の
方
が
多
数
参

.
t
.
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i
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迅
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さ
れ
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引
き
続
き
、
同
市
江
口
の
一
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『
五
月
ヶ
丘
に
鎮
座
す
る
五
月
·

P

・
ピ
．
→
夕
．

.
、
よ
．
｛
i
呈
宮
へ
移
動
。
五
月
宮
も
御
社
“

合
ご

a
.
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i

`
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芯
弓
殿
は
な
く
、
大
き
な
常
緑
樹

―
翌
•
こ
翌
ょ
り
し
ろ
ひ
も
ろ
ぎ
さ
い
じ
ょ
ぅ
一

f
J
,
i
t
·
·
豆
送
を
依
代
と
す
る
神
離
祭
場
i

、
」
．
｀
ク
・
＇
：
西

l

•
1
·
·
ミ
羞
で
、
そ
の
前
庭
に
浜
宮
祭
と
一

．
，
平
．
察
同
じ
く
神
隈
を
お
供
え
し
、

•
西
~
i
-

心
涼3
午
前
十
一
時
浜
宮
祭
参
列
者

ツ

浜
宮
祭

宗

冒

□
｀
[

灘
の
真
只
中
に
あ
り
、
絶
海
の
孤
島
と
し
て
屹
立

し
、
多
く
の
種
類
の
野
烏
が
生
息
す
る
島
で
あ
る

マ
J
の
島
の
代
表
的
な
鳥
は
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

で
十
二
S

十
八
万
羽
が
生
息
す
る
。
全
長
は
五0

吐
ン
、
両
翼
を
広
げ
る
と
―
二
0
合
に
な
る
。
日
中
は

海
で
魚
を
採
り
、
日
が
暮
れ
る
と
島
に
戻
り
、
地
面

に
掘
っ
た
巣
で
子
育
て
を
す
る
渡
り
鳥
で
、
嗚
き

声
は
甲
高
く
「
ピ
ー
ウ
イ
」
、
と
か
「
グ
ワ
ー
エ
ー
」

と
聞
こ
え
、
夜
の
島
内
は
こ
の
鳥
た
ち
の
重
な
り

合
う
嗚
き
声
で
、
不
気
味
さ
も
漂
う
神
秘
的
な
煕

の
世
界
と
な
る
▼
鳥
獣
保
護
区
の
鳥
た
ち
に
も
、

弱
肉
強
食
の
自
然
の
摂
理
が
あ
る
。
突
然
、
甲
高
い

密
戒
の
嗚
声
と
と
も
に
、
小
鳥
の
群
れ
が
猛
禽
類

（
ハ
ヤ
ブ
サ
・
ワ
シ
・
タ
カ
等
）
か
ら
追
わ
れ
、
梢
を

ゆ
ら
し
猛
ス
ピ
ー
ド
で
森
の
中
よ
り
飛
び
出
し
、

急
角
度
で
方
向
転
換
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
森
の

中
に
逃
げ
込
む
光
景
な
ど
、
食
物
連
鎖
の
戦
い
が

日
々
行
わ
れ
て
い
る
▼
大
嵐
の
時
、
沖
ノ
島
は
羽
を

似
め
た
鳥
や
方
向
感
覚
を
失
く
し
た
烏
た
ち
の
避

難
地
と
な
る
。
伝
書
鳩
や
完
全
に
片
方
の
羽
が
折
れ

た
鳥
も
い
る
。
そ
れ
ら
の
鳥
は
、
絶
え
ず
上
空
を
旋

回
す
る
猛
禽
類
を
警
戒
し
な
が
ら
羽
を
休
め
回
復

を
待
つ
が
、
弱
れ
ば
羽
と
骨
だ
け
と
な
る
▼
島
の
タ

暮
れ
時
、
数
百
羽
の
猛
禽
類
た
ち
が
い
く
つ
も
の
大

き
な
輪
を
作
り
な
が
ら
大
空
を
帆
翔
す
る
こ
と
が

あ
る
。
羽
ば
た
き
を
止
め
、
紙
飛
行
機
の
よ
う
に
ゆ

っ
く
り
と
、
高
く
高
く
何
庖
に
も
弧
を
描
き
な
が
ら

上
昇
す
る
▼
こ
の
優
雅
な
帆
翔
は
、
大
自
然
の
中

に
生
を
受
け
、
命
を
謳
歌
す
る
気
高
さ
を
感
じ
る
。

沖
ノ
島
は
烏
た
ち
の
神
の
島
で
も
あ
る
。
（
渡
）

6月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭

午前10時～

高宮祭

第二宮・第三宮祭

宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～

総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

雇亨唸喜i
装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

神具装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 濱福岡店：が望唸開。門慧閲~ 1-12~ l~-40 I 

授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0I 20-075-820 

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(o q40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sh a.or. j p/ 
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に
加
え
、
江
口
区
長
、
玄
海
少
年
：
し
く
栗
箸
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、

自
然
の
家
関
係
者
ら
地
元
の
方
が
：
神
人
和
楽
の
一
刻
を
過
こ
し
た
。

多
数
参
列
さ
れ
る
中
、
五
月
祭
を
一
今
か
ら
約
六

0
0
年
前
の
当
大

斎
行
し
た
。
：
社
の
祭
事
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の

祭
典
終
了
後
、
五
月
寮
で
直
会
二
九
月
・
浜
宮
祭
に
つ
い
て
、
海
上
に

が
催
さ
れ
、
高
向
権
宮
司
よ
り
五
~
「
濱
殿
」
と
い
う
御
旅
所
が
江
口
浜

月
•
浜
宮
祭
の
由
緒
を
交
え
た
挨
i
（
河
口
）
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
あ

拶
が
あ
り
、
参
列
者
一
同
連
綿
と
一
る
。

受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
]
五
月
五
日
こ
の
濱
殿
へ
田
島
宮

つ
つ
菖
蒲
酒
で
乾
杯
。
楢
の
若
葉
i
（
現
I
I
辺
津
宮
）
か
ら
、
宗
像
三
宮

が
敷
か
れ
た
折
敷
に
盛
ら
れ
た
赤
i
（
沖
・
中
・
辺
津
宮
）
と
許
斐
宮
（
宗

飯
、
が
め
煮
．
腑
．
粽
を
古
式
ゆ
か
」
像
市
王
丸
）
、
織
織
宮
（
宗
像
市
鐘

9
1

比
贔
—
崎
）
宗
像
五
社
の
神
輿
が
御

~
貧
神
幸
し
た
こ
と
。
秋
の

ほ
う
じ
ょ
う
え
さ
つ
き
え

i

5

「
放
生
会
」
に
対
し
「
五
月
会
」

む
と
呼
ば
れ
る
程
の
賑
わ
い

、
を
み
せ
て
い
た
こ
と
等
が

f
]
記
さ
れ
て
い
る
。

稲
の
成
長
を
予
祝
す
る

神
事
で
も
あ
る
こ
の
五
月
・

浜
宮
祭
が
終
わ
る
と
、
神
郡

宗
像
で
は
田
植
え
の
準
備

が
始
ま
り
、
一
面
の
水
田
に

早
苗
が
影
を
浮
か
べ
な
が

ら
夏
へ
と
木
々
も
緑
を
深

め
て
い
く
。

五 清九氏海及子
〇こ掃名ー未び青四

名の奉が交来地雙月
の行仕本頁贄域竺一
ー事を年‘ ま会十
雙は、ビも爪屈ち長四
斤年た沖合表さ II 旦
者に゜ノゎ I| I.,_小宗
を一 島せ小し林像
受度 へて林団栄大
け約 患三正庄芦社
入二 呵十勝玄—氏

•··•·•••••·•·•··••••·············· ｷ-. ·•·••··•···•·················•··•••••·•·••••• 

て名間前波 でるれ
：;...ロ-ぃは後八高当+にる: ；靡先夏儡塁互、篇靡］卓且甘虐犀

明葦をず向に行一t‘晶冒い云名つ宮
＇が津斎沖力｀鎮い同、ノをつ候るて現
あ禰豆雙つ座身直ぐ島出fこ晴。実地
贔宜そ菜な；富ど；甘団、嬰 冑盃

,―``;;□皇：口［
立島山｀“！閲［口［言汀詞t：芯旦；［： ; : □ |］冒；悶嚢厚摩喜歴

奉事玄し‘着波 仕ぇしの壁みるつ本積
仕神界tつ沖ぃ止 いなて持の上等た殿も
作鐘灘義ノtつ場 たいいち塗げの参周つ
業崎を、島：で だ作る場装場参道りた
を港進穏の出直 い業ーを補の道のの枯

宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
・
玄
海
未
来
塾

鍛
十
回
沖
ノ
島
清
掃
奉
仕
活
動
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四
月
二
十
九
日
（
昭
和
の
日
）
、
人
に
の
ぼ
る
。
·
執
筆
し
、
書
き
終
え
た
生
徒
か
ら

今
年
度
の
奨
学
金
受
給
生
奉
告
祭
当
日
は
宗
像
•
福
津
両
市
内
よ
一
奨
学
金
支
給
を
受
け
、
境
内
を
あ

が
斎
行
さ
れ
、
本
年
度
の
受
給
生
り
受
給
生
約
六
十
人
が
保
護
者
と
·
と
に
し
た
。
（
こ
の
作
文
は
『
奨
学

が
こ
神
前
に
参
集
し
た
。
尚
、
今
春
と
も
に
参
集
。
午
前
十
一
時
か
ら
·
生
作
文
の
御
紹
介
』
と
し
て
紙
面

の
新
受
給
生
二
十
名
で
第
五
十
期
~
の
昭
和
祭
に
参
列
後
、
拝
殿
に
昇
i
で
掲
載
し
ま
す
）

生
と
な
り
、
延
べ
人
数
は
七
九
五
]
殿
し
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
一
同
当
大
社
の
奨
学
金
制
度
は
、
昭

有
為
な
人
材
に
な
和
三
十
四
年
の
今
上
陛
下
御
成
婚

る
よ
う
勉
学
に
勤
：
を
奉
祝
し
て
制
定
さ
れ
、
翌
年
の

し
む
こ
と
を
御
神
｛
昭
和
三
十
五
年
第
一
期
生
と
し
て

前
に
誓
っ
た
。
宗
像
市
・
郡
内
の
中
学
校
出
身
者
判
明
。
高
校
卒
業
後
は
大
学
へ
進
雇
用
さ
れ
、
引
き
続
き
働
か
れ
る

祭
典
後
は
清
明
（
当
時
は
六
中
学
校
）
に
支
給
さ
れ
学
、
金
融
関
係
の
仕
事
に
従
事
さ
．
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
笑
み
を

殿
で
選
定
書
授
与
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
．
れ
、
先
日
、
無
事
に
定
年
退
職
し
た
浮
か
べ
大
変
満
足
そ
う
な
様
子
で

式
と
説
明
会
が
行
宗
像
・
福
津
市
内
十
中
学
校
よ
り
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
定
年
退
職
あ
っ
た
。

わ
れ
、
高
向
権
宮
各
校
二
名
づ
つ
選
定
し
三
年
間
支
]
を
契
機
に
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
某
氏
の
こ
健
勝
と
こ
多
幸
を
心

司
か
ら
宗
像
大
社
給
し
て
い
る
。
．
た
い
と
来
社
さ
れ
た
。
今
後
は
再
＼
ょ
り
こ
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

奨
学
金
選
定
書
が

ヽ
．

生
徒
の
代
表
に
授

与
さ
れ
、
担
当
神

職
よ
り
こ
の
奨
学
大
型
連
休
の
賑
わ
い
も
落
ち
着

金
の
歴
史
、
制
定
い
た
五
月
十
日
、
突
然
初
老
の
男

目
的
、
規
定
、
受
給
：
性
が
社
務
所
を
訪
ね
て
こ
ら
れ

方
法
等
に
つ
い
て
：
た
。
お
話
を
伺
う
と
当
大
社
奨
学

の
説
明
が
行
わ
れ
・
金
を
受
け
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

た
。
｝
初
穂
料
を
納
め
て
い
か
れ
た
。

そ
の
後
、
生
徒
一
・
御
芳
名
か
ら
第
六
期
生
の
方

人
一
人
が
テ
ー
マ
．
で
、
福
間
中
学
校
を
卒
業
後
宗
像

に
沿
っ
た
作
文
を
高
校
へ
進
ま
れ
た
こ
と
が
す
ぐ
に

唖
成
歪
リ
言
年
度
寃
像
上
社
装
学
金
受
綸
生
奉
告
祭

＄
舷
五
手
動
を
迎
苓
咤
姦
幣
辛
ば
函
震
ぷ
茄
常
手
合
や
ジ

第50期新奨学生20名は下記の通り-------------------------------------

橋本崇伺 （大島中卒）

豊福一仁 ( 
梶谷祥子 （玄海中卒）
村田春奈 ( 
加藤綾哉 （日の里中卒）

黒川史央里 ( 
北 直樹（宗像中央卒）
中野正也 ( // 

藤田知邑 （城山中卒）
菊池裕二 ( // 

迫 健介（河東中卒）
山崎有記 ( // 

松永 英朗 （自由ヶ丘中卒）
岡田望花 ( // 

赤間彩加 （津屋崎中卒）
久野永利加 ( // 

岡部壱誠 （福間中卒）
横山春菜 ( 
末永由美 （福間東中卒）
宇都優美香 ( 
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一
ま
す
。
し
か
し
、
繁

一
殖
す
る
種
数
に
含

：
ま
れ
る
重
要
種
の

一
数
を
見
て
み
る
と

一
別
の
側
面
が
見
え

]
て
き
ま
す
。
一
般
に

一
環
境
省
の
レ
ッ
ド

こ
れ
ま
で
の
連
載
で
は
沖
ノ
島
鳥
類
相
と
は
、
そ
の
地
域
の
鳥
で
、
河
川
・
山
地
・
農
耕
地
・
海
岸
と
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に

の
特
徴
的
な
鳥
顆
や
調
査
で
の
エ
類
の
生
息
状
況
の
こ
と
で
、
東
ア
い
っ
た
多
様
な
環
境
要
素
が
み
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る

ピ
ソ
ー
ド
を
こ
紹
介
し
て
き
ま
し
]
ジ
ア
の
鳥
頬
相
と
言
う
よ
う
に
世
れ
る
宗
像
市
本
土
と
、
ほ
ぼ
同
じ
]
種
は
重
要
種
と
さ

た
。
最
終
回
の
今
回
は
沖
ノ
島
の
界
規
模
で
み
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
種
数
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
と
て
れ
ま
す
。
沖
ノ
島
で

鳥
類
相
に
つ
い
て
こ
紹
介
し
ま
·
沖
ノ
島
の
鳥
類
相
と
言
う
よ
う
に
も
多
く
の
鳥
類
が
見
ら
れ
る
と
言
：
は
繁
殖
種
数
が
少

す
0

!
狭
い
地
域
で
み
る
こ
と
も
あ
り
ま
え
ま
す
。
．
な
い
に
も
関
わ
ら

す
。
今
回
は
沖
ノ
島
の
鳥
類
．
」
ず
、
大
島
・
本
土
よ
り
も
多
く
の
重
i
す
が
、
日
本
の
周
り
の
こ
く
限
ら

全
体
に
つ
い
て
、
中
津
宮
の
沖
ノ
島
は
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
要
種
が
繁
殖
し
て
い
る
の
が
わ
か
れ
た
島
で
し
か
見
ら
れ
な
い
大
変

あ
る
大
島
と
、
辺
津
宮
の
あ
ズ
メ
や
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
な
り
ま
す
（
表

2
)
。
し
か
も
、
特
に
重
貴
重
な
鳥
で
す
。
沖
ノ
島
に
は

5

る
宗
像
市
の
本
土
部
分
と
ど
の
重
要
種
が
繁
殖
し
て
い
る
た
．
要
度
の
高
い
絶
滅
危
惧
種
が
多
く
．
月
の
連
休
明
け
頃
渡
来
し
、
社
務

を
比
較
し
な
が
ら
こ
紹
介
め
、
日
本
野
鳥
の
会
の
「
重
要
野
鳥
含
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
所
裏
の
草
地
で
「
チ
ュ
ル
ル
ル
、
チ

し
ま
す
（
写
真
は
す
べ
て
沖
一
生
息
地
」
な
ど
に
選
定
さ
れ
る
な
i
つ
ま
り
、
「
普
通
の
鳥
は
少
な
い
が
、

ノ
島
に
て
著
者
撮
影
）
。
一
ど
、
重
要
な
鳥
類
の
生
息
地
と
し
]
重
要
な
鳥
が
多
い
」
と
い
う
こ
と

一
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
繁
殖
一
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
陸
か
ら
遠

宗
像
市
全
体
で
は
こ
れ
．
し
て
い
る
種
全
体
で
は
ど
の
よ
う
：
く
離
れ
た
孤
島
の
た
め
に
特
殊
な

ま
で
に

2
5
4

種
の
鳥
類
i
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
し
ょ
一
環
境
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
、
神
域

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
i
う
。
一
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
人

1
)
。
こ
の
う
ち
沖
ノ
島
で
i
沖
ノ
島
で
繁
殖
す
る
と
思
わ
れ
」
間
の
影
響
が
制
限
さ
れ
て
き
た
た

は
1
9
3

種
が
確
認
さ
れ
i
る
種
は1
4種
程
度
で
、
本
土
の

6
3一
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

て
い
ま
す
。
一
方
、
宗
像
市
]
種
と
比
べ
て
か
な
り
少
な
く
、
大
一

の
本
土
部
分
で
は
沖
ノ
島
島
の

2
5種
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て
i
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
連
載
で
取

と
ほ
ぼ
同
数
の

1
9
2

種
i
い
ま
す
（
表
1
)
。
つ
ま
り
、
繁
殖
す
一
り
上
げ
て
い
な
い
重
要
種
に
ウ
チ

で
す
。
宗
像
市
の
面
積
の
i
る
種
数
で
み
る
と
、
沖
ノ
島
は
か
一
ヤ
マ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
が
あ
り
ま
す
。

1

％
に
満
た
な
い
沖
ノ
島
：
な
り
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
一
ウ
グ
イ
ス
に
似
た
地
味
な
小
鳥
で

岡
部
海
都
（
オ
カ
ベ
ヒ
ロ
ト
）

（
財
）
九
州
環
境
管
理
協
会
研
究
員

昭
和
4
4年
(
1
9
6
9
)
2月
生
れ
。
宗
像
市
在
住
。

昭
和
6
4年(
1
9
8
9
)か
ら
鳥
類
標
識
調
査
を
始
め
る
。

9

島
急
認
悶
誓
特
徴
｛
日
。
し
い
い
且
鱈
＂
口
り

日
本
鳥
類
標
識
協
会
、
日
本
野
鳥
の
会
な
ど
の
会
員
。

表 1 ．沖ノ島・大島・宗像市本土での確認種数

匹

·ル企、

沖ノ島 大島 宗像市本土

確認種 193種 153種 192種

繁殖する種 14種 25種 63種

越冬する種 13種 36種 64種

渡り時期に見られる種 166種 92種 65種

表2. 繁殖する種数に含まれる重要種数

一 ヽ

憂ンニ疇 ぐヽ鬱（

福岡県レッドデータプック 沖ノ島 大島 宗像市本土

絶滅危惧 IA類 2種

゜ ゜絶滅危惧 I B類 1 種

゜ ゜絶滅危惧 II 類 2種 3種 5種

準絶滅危惧 1 種 2種 8種
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ュ
カ
チ
ュ
カ
…
」
と
元
気
に
さ
え
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
天
候
が
急
変
し
た
際
に
は
多
く
の
た
っ
て
沖
ノ
島
で
の
鳥
類

ず
っ
て
い
る
の
で
、
神
官
の
皆
様
．
す
。
こ
こ
で
は
私
が
ノ
ネ
コ
の
調
]
局
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
i
調
査
の
こ
許
可
を
い
た
だ

に
も
お
馴
染
み
で
は
な
い
で
し
ょ
査
で
冬
に
訪
れ
た
際
の
観
察
記
録
は
、
神
官
の
皆
様
は
よ
く
こ
存
知
き
、
ま
た
今
回
の
連
載
の
機

う
か
。
9

月
に
は
東
南
ア
ジ
ア
方
か
ら
推
測
し
ま
す
。
冬
に
見
ら
れ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
沖
ノ
島
で
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

面
へ
渡
っ
て
行
き
ま
す
°
]
竺
種
も
、
繁
殖
す
る
種
と
同
様
、
宗
一
の
鳥
類
調
査
は
年
に

1

ー

2

回
あ
一
し
た
宗
像
大
社
様
に
お
礼

そ
の
他
、
年
中
見
ら
れ
る
鳥
と
]
像
市
本
土
や
大
島
よ
り
少
な
く
な

]
0
か
な
い
か
で
す
か
ら
、
そ
の
少
：
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
今
後

し
て
、
ミ
サ
ゴ
、
ト
ビ
、
ク
ロ
サ
ギ
‘
]
つ
て
い
ま
す
（
表
1
)
。
こ
れ
は
面
：
な
い
観
察
日
数
で1
9
3

種
と
い
i
も
鳥
類
調
査
で
お
世
話
に

イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
積
が
小
さ
く
環
境
要
素
が
少
な
い
う
多
く
の
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

メ
ジ
ロ
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
な
ど
こ
と
、
鳥
の
好
む
木
の
実
な
ど
が
わ
け
で
す
。
調
査
が
行
わ
れ
て
い
そ
の
際
に
は
ど
う
ぞ
よ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
沖
ノ
少
な
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
冬
な
い
時
期
も
あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島
で
繁
殖
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
i
の
沖
ノ
島
を
訪
れ
た
印
象
で
は
、
：
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
確
認
種
は
増
え

す
。
一
参
道
を
歩
い
て
も
鳥
の
気
配
は
あ
一
て
い
く
で
し
ょ
う
。

一
ま
り
な
く
、
鳥
が
少
な
い
よ
う
に
一

で
は
、
沖
ノ
島
の
冬
は
ど
う
で
一
感
じ
ま
し
た
。
冬
は
重
要
種
も
あ
一

5

回
に
わ
た
っ
た
沖
ノ
島
の
鳥

し
ょ
う
か
。
実
は
沖
ノ
島
で
の
調
]
よ
り
生
息
し
て
い
な
い
よ
う
で
：
た
ち
に
つ
い
て
の
連
載
も
こ
れ
で

査
は
繁
殖
す
る
鳥
類
を
対
象
に
行
一
す
。
一
終
わ
り
で
す
。
玄
界
灘
や
日
本
海

わ
れ
る
た
め
、
冬
に
鳥
類
調
査
が
一
一
に
は
多
く
の
島
が
あ
り
ま
す
が
、

行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん
―
最
初
に
沖
ノ
島
で
は
多
く
の
種
i
沖
ノ
島
と
同
じ
鳥
類
相
が
み
ら
れ

が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
：
る
島
は
な
く
、
独
自
の
生
態
系
が

た
が
、
繁
殖
す
る
種
、
越
冬
す
る
種
―
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ン

は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
i
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
ヒ
メ
ク
ロ
ウ

た
。
つ
ま
り
、
残
り
は
「
渡
り
鳥
」
と
ミ
ツ
バ
メ
の
よ
う
に
世
界
的
な
希

迂
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
玄
界
灘
：
少
種
の
数
少
な
い
繁
殖
地
に
な
っ

f
f
 

｀
は
、
日
本
海
沿
い
を
南
北
に
渡
っ
一
て
い
た
り
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ

｀
て
行
く
ル
ー
ト
と
、
朝
鮮
半
島
と
[
ハ
ズ
ク
の
ょ
う
に
学
術
上
と
て
も

、
i
、
ふ
心
の
行
き
来
の
渡
り
ル
ー
ト
の
「
交
i
興
味
深
い
種
も
み
ら
れ
ま
す
。

、
]
さ
差
点
」
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
種
i
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
自
然
が
沖

」
｀
嚢
が
通
過
し
て
い
ま
す
。
沖
ノ
島
は
ノ
島
の
伝
統
と
と
も
に
守
ら
れ
て

ヽ
．
ゞ
冷
、
ド
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
孤
島
の
た
め
、
一
い
く
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ

｀
べ
＼
炉
疲
れ
た
鳥
が
羽
を
休
め
に
降
り
て
ん
。

ぶ
ぶ
・
t.
A
4
．
＜
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
特
に
一
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
多
年
に
わ

第
二
十
盆
春
季
奉
納
盆
栽
展

宗
像
の
山
々
が
新
緑
に
包
ま
れ
た

1

搬
入
。
優
美
な
黒
松
、
五
葉
松
、
紅
葉

五
月
二
日
ー
六
日
迄
、
第
二
十
六
回
宗
．
な
ど
か
ら
、
山
野
草
、
シ
マ
ツ
ル
ボ
、

像
大
社
奉
納
盆
栽
展
が
奉
納
盆
栽
会
イ
タ
ド
リ
、
ナ
ゴ
ヤ
ヅ
タ
な
ど
の
小

（
会
長1
1

石
松
重
敏
氏
）
に
よ
り
、
本
殿
品
盆
栽
が
境
内
に
展
示
さ
れ
た
。

西
側
の
境
内
で
開
催
さ
れ
た
。
大
型
連
休
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り

こ
の
奉
納
盆
栽
会
は
宗
像
地
区
（
宗
参
拝
者
も
多
く
、
日
差
し
の
強
い
夏

像
・
福
津
市
）
の
盆
栽
愛
好
家
が
「
宗
像
日
の
中
で
も
年
齢
問
わ
ず
多
く
の
参

大
社
の
御
神
徳
の
発
揚
に
努
め
、
併
せ
拝
者
が
、
し
ば
し
足
を
止
め
熱
心
に

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
り
、
日
本
の
眺
め
る
姿
が
よ
く
み
ら
れ
た
。

伝
統
と
格
調
高
き
美
を
遺
憾
な
く
表
ま
た
、
期
間
中
は
会
員
が
交
代
で

現
出
来
る
盆
栽
の
普
及
盆
栽
技
術
の
境
内
に
常
駐
さ
れ
、
参
拝
者
か
ら
質

研
鑽
に
励
み
、
盆
栽
発
展
の
一
助
と
す
問
に
答
え
、
中
に
は
自
慢
の
作
品
を

る
」
こ
の
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
持
参
さ
れ
る
方
も
お
り
、
そ
の
場
で

毎
年
春
秋
の
二
回
盆
栽
展
を
開
催
し
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
の
や
り
と
り
が

て
お
り
、
春
は
昭
和
五
十
九
年
か
ら
開
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
格

催
さ
れ
て
い
る
。
調
高
い
日
本
の
美
を
さ
ら
に
広
め
る

二
日
午
前
九
時
か
ら
宗
像
大
社
奉
こ
と
を
念
じ
な
が
ら
、
六
日
夕
刻
に

用
白
尉
｀
い
い
い
汀
。
一
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氏
八
満
神
社
春
祭

み 大童行向 斎区で＾
御言社達岡し、当行総反旦隈
旅且素摩神午日よ｛＼野田ら
塁田のコ'~喜な塁閂島好
I 農悶↓旦門権 等田信百
当内累贔べ 5 靡 畠喜岱詈
大を始奏奉分と 参長神れ
社ゆまが安に神 列を．i疇鴫翻斤印i[;[

ーー犀臨翻麟謳で到進 像児斎出 が島社日
·····································································疇··············································································•····································-

し地面 れ祀縁 が 足祭 の人行神当
て元t一御てし深氏行午そ事正瀕やき幸大午
い田し神い‘い八な後うを午奏‘交が社前

[ 9 : ［空［塁喜仁霞篇靡 9 ； ［孟り嘉［
和のしな だ出、且字郡竺繁閏嘉社覧；を唸が行着
笞笠言[ g閾鼻犀詈｀怠腐宣｛雀靡閲冨肉犀 I

『累悶嘉旦 ］嬰裔 9 厚畜］ ；忍[ ¥曹腐悶悶閂孟豆＼！あ楽声春 回四司＞るしら着た、うを館で汀反御
．屯｀．，，．るしも 斎柱家兄つ還ん ゜児に進へ賑つ野祭

｀｀：＼：゜合魯零 り棗斎た禦ぢ盆詞 霜讐虐畠均t：賃拿
奨学生＠作文紹介、

第50期古賀寛成館 1 年
むらた はるな

村田春菜（玄海中学校出身）
玄海中学校で過ごしたこともあり、宗像大社は一

歩校舎から出ればすぐにみえ、幼い時から身近な存
在でした。
そして、宗像大社でのー番の思い出は秋の放生会

です。私の家は海の近くにあるので、放生会に先立ち
行われる「みあれ祭」は毎年見に行っていました。昨
年は学校全体でも歩いて見に行き勇壮な神事だっ
たのを覚えています。
そして沢山の出店が立ち並び、友達と参拝したこ

ともとても楽しい思い出となっています。
正直言うと「神様なんて・・・・」と思っていても、こ

の「みあれ祭」を見たり、自然豊かな宗像大社に来る
と、私は宗像大社の近くで生れて良かったなと感じ
ます。宗像で生活する私達はきっとこの宗像大社の
神様に、日々守られながら生きているんじゃないか
と思います。

今回私は宗像大社から奨学金を頂くことか出来ま
した。この神様がくれたお金を無駄にせず有意義に
活用し、これから三年間学業に励みたいと思います。一

第49期宗像高等学校 2年

碕蘊キ圃h （大島中学校出身）
私にとって宗像大社の一番の思い出は「みあれ祭」で

す。大島出身ということもあり、みぁれ祭には小さい時
から親につれられて見ていました。
小学校に入つてからは、鼓笛隊の一員としてお神輿
と一緒に中津宮から波止場まで行進していました。中
学卒業まての十五年間毎年見ていたのに、毎回子供な
がら感動していました。一
特に地元の漁師さんたちの神様への感謝の気持ちゃ

豊漁•安全への思いは、みている私にまで充分に伝わる
程でした。
私が男だったら・・· •。そう思ったのもこの時です。男
性しか船に乗って神様を送れないのは残念ですが、家内
安全や豊漁を願い波止場から船を見送っていました。
一度だけ対岸の神湊からパレードを見ました。いつ
もとはちがい、大きな船団がくるのを見た時のあの迫
力は忘れられません。
高校進学でみあれ祭に参加できなくなった事は、や
はり寂しい気持ちになりますが、社会人になつて時間
ができたらまた、参加して大漁祈願、安全祈願をしてい
きたいと思っていますo__. --
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てる道ミの くが骨骸
ゥ‘とのガ為ウ°他はや海
ミ死マメにミ バ骨岸
分骸リ課J::ガ 閾ラなを
メも／も陸メ 物J一ゞど歩

畠悶［魯ヽ； ] り：腐；
類取ドま津沿 はな門望
》つにた市岸 判つてガ
かて連海にに 別てぃメ
るく絡のは産 がいるの
。れす中ウ卵 つる。死

ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ----ｷ---ｷｷ----ｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷ--ｷ-ｷｷ----ｷｷ-ｷ-----ｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-

部含三 少がガウ漂で
分層次古なあメミ着も一
がか調賀いる・ガし‘九

一短がでミとがけ甲 単念の土発ら査市゜。タメて約八
;; ［且雰 1 ：悶仁塁；篇悶マ了掘ウでの ヒイ．ぃ五一
；凸二に閾碕マ胃悶 1 ; ：贔tt i □, { li tヽら［
り‘＋折甲掘腹中とのつ多器画。の区渕 ガメミ、種ウ年
、厚ーれはさ側側腹構なくや紀包腹黒遺 メゥカ類ミの
全さ五て胸れがの甲造 含青代含甲褐跡 のミ｝もガ間
体最廷い骨た腹甲には ん磁の層板色の 数ガオアメだ
推大くる板ウ甲羅分、 だ片もはの包第 はメサカがけ

-·····--······---·····疇● • ·疇• ·疇疇..疇····-··-··-················-················································································-····一

．．，：：竺や＇．：争バ．ぷ·:..,‘＜戸·~.:,. 9．ー ミミるも玄定のなれ のしでな定

^ [¥  c‘』、9:;：：：ど：·： ｀が土← ：·/、 ] ］、口靡悶：冒闊閲胃悶：皇：：日
I\.‘｀貸襄汀：、口：i冒［［［畠

るきき悪色年形三
。刺くぃと間の O

三］［！［口：：
ウミガメが流れついた 発掘された胸骨板 イすi易氾i的面 い屋関さ術出 そ

わ湖住大し花る屯連れ的土ウの
保と大の献を井二が 次きわる品舟うれが居型て鶴さ倉しぶ大しミ可

禁＼焉 9 ら亨吝：詈涵翠三乞苫蜘箪迄：こ、烹磁 9 邸〗豆呑弱登謡］主 9行帯のなぃ屯は井てはれ件こ全も滑跡ののに人代のる さ口群遺胸る
ゎを柱っぅ倉罪のい大たにとの出石かで入も々に潟。な のが跡骨。
れ公列 糟をが乱る型いつが祭土製らあ津その官湖 つれ港確は板
る園を；、屋朝及後が建ーい推祀し舟はろもの生術に て糟に認官を
こと中る屯廷ぶ、、物 て察もて形
とし心。倉にの磐五群 はで行い製
······························-----·---·-··---····-···················--·····-························・····-········-························-··············-

思に滅に津二が も出うと つとも
わ潟し分市上あこ残土かし十たし決

れ湖た割福伍り、竺：と貿贔：゜孟尼
そ； ：、ゞ：口：貨累羞ヽ羞、篇仁］ 塵芯
をの棄とは時花°。磁て世 力‘る
留頃し糟、代鶴 唐器ぃ紀 け。
めま、屋漁の浦 ー片たこ、 たー
てで魚郡業明の 坪がのろ 町帯
いか村新権暦可 の大でま 名を
たすは宮を四能 地量あで と美
とか消浦福年性 名にろ津 な明

（続）
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ピ
回

扉
闊
茨
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5
日
メ
切

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

ク
ス
の
根
を
跨
ぎ
し
と
き
に
滑
り
た
り
神
苑
の
砂
利
雨
雪
に
涸
れ
い
て

g
“
臼
尋
い
]
[
[
O
t
i
老
い
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
用
心

か
え

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

行
事
な
き
社
の
あ
し
た
玉
砂
利
を
踏
め
ば
こ
だ
ま
の
す
ぐ
に
反
り
来

四
汀
昇
鱈
麟□0
し
い
一
首
。
初
句
を
「
春
寒
む
の
」

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

高
宮
を
ま
ず
拝
ま
む
と
登
り
ゆ
く
坂
は
ひ
た
ひ
た
昼
の
闇
も
つ

こ
れ
も
ま
た
大
社
に
ま
つ
わ
る
一
首
。
四
句
は
「
坂
は
次
第
に
」

一
[
'
口
認
詞
区
“
口
彗
口
戸
只

0則

う
き
は
市
浮
羽
向
則
正

戦
死
せ
し
父
を
知
ら
ず
に
成
人
す
そ
の
不
在
に
は
就
職
差
別
も

ロ
汀
冒
疇
[
[
鱈
言
鱈
汀
い
汀
汀
言

o
c

宗
像
市
田
久
井
上
光

鎮
国
寺
の
ひ
か
り
溢
る
る
花
の
下
傘
寿
の
妻
の
笑
顔
撮
り
た
り

回
紆
余
曲
折
が
あ
っ
て
の
今
の
幸
福
な
一
場
面
で
あ
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

が

深
き
藍
に
生
れ
よ
と
甕
に
焼
酎
を
飲
ま
せ
る
人
の
す
ゆ
き
香
た
た
す

皿□い□言
」
コ
｀
胃
げ
汀
う
た
だ
が
、
四
句
は
「
人

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

購
ひ
し
甘
き
香
り
の
フ
リ
ー
ジ
ア
胸
に
抱
き
ぬ
乙
女
の
如
く

四
覧
詞
汀
。
で
一
首
が
生
き
、
ひ
と
と
き
立
ち
戻
る
っ
た

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

風
下
に
立
て
ば
香
り
の
流
れ
く
る
藤
の
花
房
十
三
ゆ
れ
る

四
コ
ニ
戸
疇
冒
鱈
』
言
麟
‘
丘
「
汀
こ
鱈
｀

宗
像
市
田
野
森
甲
子

北
朝
鮮
に
と
ま
ど
い
一
一
度
の
誤
報
す
る
秋
田
の
人
の
心
思
へ
ば

原
作
の
ま
ま
で
は
誤
報
を
し
た
の
は
秋
田
の
県
庁
の
よ
う
で

-
げ
]
汀
鱈
J
ぃ
｀
」
ぃ
口
丁
只

□
―
f
l
t

o

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

三
時
か
な
灯
り
点
せ
ば
五
時
十
一
分
見
事
に
は
ず
れ
て
老
い
が
笑
み
い
る

四
悶
疇
已
員
只
り
言
ロ
コ
汀
只
宣

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

春
H

さ
す
川
原
に
降
り
て
広
が
り
し
白
根
輝
く
ク
レ
ソ
ン
を
摘
む

四
汀
『
し
い
]

□琵
言
＂□[
雇0降
り
ゆ
き
広
か
り

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

い
つ
の
間
に
み
ど
り
の
庭
に
そ
ま
り
し
や
我
と
わ
が
目
を
う
た
が
う
ば
か
り

四
言
汀
詞
只□Oく
作
者
、
三
句
は
「
な
り
た
る
や
」
が

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

門
く
ぐ
り
我
が
家
の
路
地
の
バ
ラ
の
花
紅
一
輪
が
我
を
迎
へ
ぬ

四
汀
虹□謬
｀
言
厄
言
疇
鱈
悶]
0
―
つ
出

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

さ
く
ら
咲
く
や
よ
い
の
空
を
見
上
げ
れ
ば
不
況
も
忘
れ
明
日
を
夢
見
る

四
汀
昇
ロ
コ
汀□
昇
鱈
□
‘
[
」
『
い
『

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

兵
器
工
廠
に
従
き
て
北
朝
鮮
引
揚
げ
の
わ
が
人
生
は
か
り
そ
め
な
ら
ず

皿
t
u
m
麟
汀
讐
認
冗
る
が
「
兵
器
工
廠
に
従
き
て
」
が

福
津
市
花
見
佐
藤
純
一

連
合
軍
ド
イ
ツ
の
都
市
は
ド
レ
ス
デ
ン
抵
抗
で
き
ぬ
人
を
墓
場
に

暉
二
句
は
省
き
、
誰
が
人
を
墓
場
と
し
た
か
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
。

＇
た
じ
か
ら
を

二
人
に
て
暮
ら
せ
ば
老
い
の
手
力
男
命
広
口
瓶
の
ジ
ャ
ム
の
蓋
明
け

炭
坑
の
滅
び
坑
木
用
松
山
の
消
え
て
若
木
台
四

T
目
こ
こ

痛
む
足
ひ
き
つ
つ
夜
の
坂
の
ぼ
る
月
も
老
い
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

立
子
忌
や
触
る
れ
ば
拙
る
る
貝
の
雛

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

初
夏
来
た
る
田
植
の
足
音
す
ぐ
そ
こ
に

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

字
を
異
に
親
子
表
札
初
燕

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

募
る
野
火
巨
巌
自
若
と
あ
り
に
け
り

恐
ら
く
多
く

」
の
皆
様
が
、
平

素
「
幸
せ
と
は
何
か
」
な
ど
意
識
せ
ず

に
日
常
を
過
こ
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
神
社
界
の
大
会
で
興
味
深
い

挨
拶
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
「
あ
な
た
に

と
っ
て
幸
せ
と
は
何
で
す
か
？
究
極

の
幸
福
と
は
『
人
か
ら
愛
さ
れ
、
人
に

褒
め
ら
れ
、
人
の
役
に
立
ち
、
人
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
』
個
人
を
組
織
に

置
き
換
え
て
、
こ
の
組
織
も
そ
う
あ
り

た
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
▼
出
典
は

社
員
の
七
割
が
知
的
障
害
者
と
い
う

チ
ョ
ー
ク
製
造
会
社
の
会
長
さ
ん
が

取
材
に
応
じ
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
言

葉
で
す
。
知
的
障
害
者
を
大
量
に
雇
用

す
る
際
に
悩
み
、
禅
僧
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
い
た
だ
い
た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
そ
の
後
「
働
く
こ
と
で
三
つ

は
手
に
入
る
」
と
続
き
、
社
員
が
意
欲

的
に
働
け
る
よ
う
大
き
く
貼
り
出
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
▼
立
場
を
逆
に

し
て
「
愛
し
て
い
る
か
、
褒
め
て
い
る

か
、
役
に
立
と
う
と
し
て
い
る
か
、
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
か
」
を

意
識
的
に
取
り
組
め
た
ら
、
円
満
な
家

族
、
円
滑
な
組
織
、
良
い
社
会
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
優
し
い
気
持
ち
に
な

れ
た
印
象
的
な
挨
拶
で
し
た
。
（
塚
）
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